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131Ⅰ標識インス リンの代謝に関する臨床的ならびに
実験的研究
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論 文 内 容 の 要 旨
著者は, 生体内のインスリン代謝状態を系統的に解明する為に, 131ト インスリンを, 臨床的には, 健常
者, 鮮性糖尿病患者, 甲状腺機能元進症及び低下症患者, クッシング氏症候群患者, 糖質コルチコイ ド使
用患者, 肝疾患患者及び腎疾患患者等に, 実験的には, 各種薬剤, ホルモンの投与, 各種臓器別出等によ
り, 代謝変容状態を起こさせた白鼠に授与 して, 以下の如き実験を行った｡ 即ち, 上記患者に, 131トイン
スリンを静注投与して, 血 祭内放射能の時間的変化を, 特に三塩化酪酸沈澱性放射能と Paper electro-
phoretogram の原点の放射能とについて追求 し, 131ト インスリンの Space of distribution, biological
half life 及び 131ト インスリンの代謝速度の示標となる hourly volum e turnover を算出した｡ 更に尿
尿中放射能排潤率及び体表外計測による身体各部分の 131Ⅰ摂取率を算出し, 血祭及び尿の泳動的分析も
併せて行った｡ また実験的には, 代謝変容状態を起させた白鼠に, 131ト インスリンを静注投与 して, 骨格
筋, 血液, 肝臓及び腎臓の三塩化酪酸沈澱性放射能及び三塩化醗酸上清放射能を測定 して , 131トインスリ
ンの崩壊状態を推定 した｡ 実験成績は以下の如くであった｡
(1 ) 131ト インスリンは, 静注後急速に代謝され, 大部分尿中に無機 131Ⅰとして排潤 された｡ 健常者の
131ト インスリンの space of distribution は 39% body w eight, biological half life は 0.7 hours,
hourly volum e turnover は 20.8〃hour であった｡
(2) インスリン未治療糖尿病患者は, 健常者との問に, 131ト インスリン代謝速度に差を認めなかった
が, インスリン長期投与患者は , 131ト インスリン代謝速度の高度の低下を認め, その原因 と して, イン
スリン抗体の存在が考えられた｡
(3) 甲状腺機能克進症及び低下症患者は, 夫々 131ト インスリン代謝速度の元進及低下を認め, この代
謝速度は甲状腺機能と有意の相関を示したO
(4) クッシンダ氏症候群, 汎下垂体機能低下症, 末端肥大症及びアジソン氏病の患者の 131ト インスリ
ン代謝速度は, 健常者と差を認めなかった｡
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(5) 糖質コルチコイド使用患者は , 131ト インスリン代謝速度の軽度の低下を認めた｡
(6) 肝疾患患者は , 131ト インスリン代謝速度の軽度の低下を示 し, その程度は肝硬変症に於て最 も高
度であった｡ 131ト インス リン代謝速度は, 肝機能検査成績と相関を示さなかった｡
(7) 腎疾患患者に於ては , 131ト インスリン代謝速度の低下を認め, この速度は P SP 試験15分値と有意
の相関を示 した｡
(8) 131Ⅰ摂取率は, 各疾患共, 肝月蔵及び腎臓に於て高値を示 したが, 身体のいずれの部分に於ても, 也
液の 131Ⅰ濃度と平行 した増減を示 した｡
(9) アロキサン, インスリン, 四塩化炭素, プレドニソロン投与, 肝臓, 腎臓及び甲状腺別出自鼠は,
131トインスリン代謝の遅延を, サイロキシン投与白鼠は, 131トインスリン代謝の促進を認めたが, A CT H ,
コーチゾン, デキサメサゾン, 蛋白同化ホルモン, 性ホルモン投与, 副腎及び性腺刻出自鼠は, 131トイン
スリン代謝に殆んど変化がなかった｡
以上の成績から, 生体内の 131ト インスリン代謝速度は, 糖代謝異常の有無より, むしろインスリン治
療の有無, 全身の新陳代謝, 肝臓及び腎臓機能等により影響を受けるものといえる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は生体のインスリン代謝状態を解明するために, 131ト インスリンを各種疾患患者および種々の処置
を加えた白鼠に投与 して, 血液, 肝, 腎, 筋等の放射能の推移から, 131ト インスリン代謝速度を算出し
て, 各種疾患および各種条件下の成績を比較検討 した｡ 1 ) 健常者では 131ト インスリンは体重の39% に
分布 し0･7 時間の半減期で血祭中より消失 した｡ 2 ) インスリン未治療糖尿病および Cushing 症候群な
どでは, 131トインスリン代謝速度は健常者と差がなかったが, 甲状腺機能克進症でその克進, インスリン
長期治療糖尿病, 甲状腺機能低下症, 糖質コルチコイ ド投与, 肝疾患および腎疾患ではその低下 を認め
た｡ 3 ) アロキサン, インスリン, CC l｡, プレドニソロン投与, 肝, 腎および甲状腺易U出自鼠では 131ト イ
ンスリン代謝の遅延を認め, サイロキシン投与白鼠はその促進を認めたが, A C T H , コーチゾン, デキサ
メサゾン, 蛋白同化ホルモン, 性ホルモン投与, 副腎および性腺別出自鼠では , 131トインスリン代謝の変
移を認めなかった｡ 4 ) 131トインスリンの体内分布では, ヒト, 白鼠ともに, 腎, 肝に放射能の集中を認
めた｡
以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認めるQ
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